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題字・畬野光義師

利用案内
開
館
時
間

■
5
月
1
日
〜
10
月
31
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
30
分

■
11
月
1
日
〜
３
月
31
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
00
分

■
休
館
日　

年
末
年
始
の
み

　
（
展
示
替
え
に
伴
う
臨
時
休
館
あ
り
）

■
拝
観
料　

大
人　
　
　

１
３
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生　

８
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　

６
０
０
円

高
野
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
、
高
野

町
内
の
学
校
に
在
籍
す
る
学
生
の
方

は
入
館
無
料
で
す
。

（
住
所
記
載
の
証
明
書
提
示
要
）

■
専
用
駐
車
場
あ
り

毎月21日（弘法大師の日）ご来館の方にプレゼントを差し上げます。
令和７年４月１日から、通年の開館時間が９時00分から17時00分までとなります。

霊
宝
館
だ
よ
り　
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第44回大宝蔵展

「高野山の名宝」
同時開催企画展

「怖い？知りたい？〜地獄・極楽の世界〜」

　　令和６年７月20日（土）
　　　　　～10月14日（月・祝）



令和６年 ７月15日 第147号

2

　

今
回
の
大
宝
蔵
展
は
、
世
界
遺
産
登
録
20
周
年
を
記
念
し
て
、
運
慶

作 

国
宝 

八
大
童
子
立
像
４
体
を
３
年
ぶ
り
に
展
示
し
ま
す
。
普
段
み

る
こ
と
が
で
き
な
い
八
大
童
子
た
ち
に
会
い
に
来
ま
せ
ん
か
？
あ
わ
せ

て
高
野
山
の
貴
重
な
名
宝
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

　

企
画
展
で
は
、
お
盆
の
時
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「
あ
の
世
」
に

存
在
す
る
と
い
わ
れ
る
地
獄
・
極
楽
の
世
界
を
テ
ー
マ
に
展
示
し
ま
す
。

昔
か
ら
人
々
は
生
前
に
悪
い
こ
と
を
し
て
亡
く
な
る
と
地
獄
に
墜
ち
、

そ
し
て
徳
を
積
ん
で
亡
く
な
る
と
、
仏
さ
ま
が
お
ら
れ
る
極
楽
の
世
界

に
導
か
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
苦
し
み
の
地
獄
と
救
い
の
極
楽
の

世
界
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
７
月
20
日（
土
）～
10
月
14
日（
月･

祝
）

前
期　

７
月
20
日（
土
）～
９
月
１
日（
日
）

後
期　

９
月
３
日（
火
）～
10
月
14
日（
月･

祝
）　

会
期
中
無
休

運慶作　国宝　八大童子立像のうち４体　特別公開�

制多伽童子像　金剛峯寺 矜羯羅童子像　金剛峯寺 烏倶婆誐童子像　金剛峯寺恵光童子像　金剛峯寺

同
時
開
催
企
画
展

「
怖
い
？
知
り
た
い
？

　

～
地
獄
・
極
楽
の
世
界
～
」

第
44
回
大
宝
蔵
展

「
高
野
山
の
名
宝
」

　 （
世
界
遺
産
登
録
20
周
年
記
念
）
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■
彫
刻

国
宝　

制
多
伽
童
子
像
（
八
大
童
子
立
像
の
う
ち
）　 

金
剛
峯
寺

国
宝　

矜
羯
羅
童
子
像
（
八
大
童
子
立
像
の
う
ち
）　 

金
剛
峯
寺

国
宝　

恵
光
童
子
像
（
八
大
童
子
立
像
の
う
ち
）　　

 

金
剛
峯
寺

国
宝　

烏
倶
婆
誐
童
子
像
（
八
大
童
子
立
像
の
う
ち
） 

金
剛
峯
寺

重
文　

不
動
明
王
坐
像
（
伽
藍
不
動
堂　

旧
在
）　　

 

金
剛
峯
寺

■
絵
画

重
文　

阿
弥
陀
浄
土
曼
荼
羅
図　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
禅
院
︻
前
期
︼

重
文　

地
蔵
菩
薩
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
寿
院
︻
前
期
︼

　
　
　

都
率
浄
土
曼
荼
羅
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
通
寺
︻
後
期
︼

　
　
　

地
蔵
菩
薩
曼
荼
羅
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
通
寺

　
　
　

閻
魔
天
像
（
十
二
天
像
の
う
ち
）　　
　
　
　

 

成
慶
院　

　
　
　

十
王
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
慶
院

　
　
　

十
一
面
観
音
菩
薩
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
亀
院

　
　
　

阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
（
模
写
本
）　　
　
　
　

 

有
志
八
幡
講

■
書
跡

国
宝　

紺
紙
金
銀
字
一
切
経
（
中
尊
寺
経
）　　
　
　

 

金
剛
峯
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︻
前
期
・
後
期
展
示
替
え
︼

重
文　

紺
紙
金
字
一
切
経
（
荒
川
経
）　　
　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︻
前
期
・
後
期
展
示
替
え
︼

重
文　

十
巻
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
通
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︻
前
期
・
後
期
展
示
替
え
︼

重
文　

決
定
往
生
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
寿
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︻
前
期
・
後
期
展
示
替
え
︼

重
文　

紺
紙
金
字
法
華
一
品
経　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︻
前
期
・
後
期
展
示
替
え
︼

　
　
　

秘
記
高
野
山 

三
鈷
松　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

宝
寿
院

　
　
　

仏
説
預
修
十
王
生
七
経　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
寿
院

■
工
芸

重
文　

厨
子
入
倶
利
伽
羅
龍
剣　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
光
院

重
文　

銅
五
鈷
鈴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
智
院　

※
文
化
財
の
保
存
上
、
展
示
品
が
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
期
間
中
、
一
部
展
示
替
を
行
い
ま
す
。

主
な
展
示
品

閻魔王像（十王図のうち）　成慶院重文　地蔵菩薩像　宝寿院【前期】

展覧会予定
○秋期企画展「高野山と世界遺産（予定）」
　10 月 19 日㈯～令和７年１月 13 日（月・祝）　年末年始休館
○冬期平常展「密教の美術（予定）」
　令和７年１月 18 日㈯～４月 13 日㈰

重文　阿弥陀浄土曼荼羅図　西禅院【前期】

重文　厨子入倶利伽羅龍剣　龍光院
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本
図
は
、『
還か

ん

魂ご
ん

記き

』
と
い
う
文
書
の

説
話
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
図
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
説
話
の
内
容
は
、
中
国
開か

い

元げ
ん

寺じ

の
僧
道ど

う

明み
ょ
うが

、
地
獄
の
十
王
の
一
人
で

あ
る
閻え

ん

魔ま

王お
う

の
裁さ

ば

き
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
龍

り
ゅ
う

興こ
う

寺じ

の
道
明
と
間

違
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
現げ

ん

世せ

へ
と

戻
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
獅
子
を
連
れ
た

地じ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

が
現
れ
た
と
い
う
話
に
な
り

ま
す
。
よ
っ
て
、
中
央
に
地
蔵
菩
薩
像
、

前
方
左
右
に
僧そ

う

形ぎ
ょ
うの

道
明
と
閻
魔
王
（
無む

毒ど
く

鬼き

王お
う

の
可
能
性
も
あ
り
）、
周
囲
に
十

王
と
従
者
、
童
子
、
牛
や
馬
や
鬼
の
顔
を

し
た
獄ご

く

卒そ
つ

、
後
方
に
は
六
人
の
菩
薩
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
十
王
は
、
初し

ょ

七な
の

日か

、

二ふ
た

七な
の

日か

、
三み

七な
の

日か

、
四よ

七な
の

日か

、
五い

つ

七な
の

日か

、

六む

七な
の

日か

、
七な

な

七な
の

日か

（
四し

十じ
ゅ
う

九く

日に
ち

）、
百

ひ
ゃ
っ

箇か

日に
ち

、
一い

っ

周し
ゅ
う

忌き

、
三さ

ん

回か
い

忌き

の
計
十
回
の
節

目
の
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
地
獄
で
死
者
を
裁さ

ば

く
十
人
の
冥め

い

府ふ

の
王
が
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
閻
魔
王
は
、
五
七
日
つ
ま
り
死
後

三
十
五
日
に
裁
く
裁
判
官
で
す
。
地
蔵
菩

薩
は
、
地
獄
に
落
ち
た
人
々
を
救

き
ゅ
う

済さ
い

す
る

菩
薩
で
す
の
で
、
十
王
と
合
わ
せ
て
信
仰

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
図
を
み
る
と
、
全
体
的
に
白
、
緑
、

朱し
ゅ

、
群ぐ

ん

青じ
ょ
うな

ど
原
色
を
鮮
や
か
に
使
用
し

て
い
ま
す
。
日
本
で
は
余
り
見
ら
れ
な
い

色
使
い
で
、
こ
れ
は
十
三
世
紀
後
半
～

十
四
世
紀
前
半
、
ち
ょ
う
ど
朝
鮮
半
島
を

支
配
し
て
い
た
高こ

う

麗ら
い

（
九
一
八
～
一
三
九

二
）
時
代
の
仏
画
の
特
徴
で
す
。
さ
ら
に

高
麗
時
代
に
は
、
衣
の
空
白
部
分
に
こ
れ

で
も
か
と
い
う
ぐ
ら
い
金き

ん

泥で
い

の
複
雑
な

文
様
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
麗

の
次
の
王
朝
、
李
氏
朝
鮮
（
一
三
九
二
～

一
九
一
〇
）
時
代
の
仏
画
で
は
、
原
色
に

よ
る
鮮
や
か
さ
か
、金
泥
に
よ
る
文
様
か
、

ど
ち
ら
か
一
方
の
表
現
が
多
く
な
り
ま

す
。
本
図
で
は
、
原
色
の
特
徴
は
あ
り
ま

す
が
、
金
泥
の
文
様
は
わ
ず
か
で
す
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
図
は
李
氏
朝
鮮
時

代
、そ
れ
も
前
半
の
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、本
図
は
麻あ

さ

布ぬ
の

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
よ
く
見
ら
れ
る
の
は
、
絹
に
描
か

れ
る
絹け

ん

本ぽ
ん

や
紙
に
描
か
れ
る
紙し

本ほ
ん

で
す

が
、
李
氏
朝
鮮
時
代
に
は
、
麻
布
に
描
か

れ
る
麻ま

本ほ
ん

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
麻
本
の
仏
画
は
、
民
衆
階
層
の
制
作
者

が
多
い
と
い
う
説
が
あ
る
の
で
、
本
図
も

王
族
な
ど
で
は
な
く
、
一

般
の
民
衆
に
よ
る
製
作
だ

と
推
測
で
き
ま
す
。

　

李
氏
朝
鮮
時
代
前
半

は
、
日
本
と
の
通
交
も
多

く
、
文
物
の
や
り
と
り
も

豊
富
で
し
た
。
そ
う
し
た

な
か
で
、
本
図
は
高
野
山

に
伝
わ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
　
　
（
研
谷　

昌
志
）

地じ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

曼ま
ん

荼だ

羅ら

図ず　

円
通
寺　
一
幅

　

麻
本
著
色　

李り

氏し

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

時
代　

縦
79
・
０
㎝　

横
92
・
５
㎝

収蔵品の紹介 116

上が麻本（地蔵菩薩曼荼羅図）、
下が絹本（別の文化財）、麻本は目が粗い。
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高
野
山
の
生
き
物

第
七
回

　

高
野
山
寺
領
森
林
組
合　

西
田　

安
則

カ
モ
シ
カ
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
個
体
数
増
加
）

の
棲せ

い

息そ
く

に
も
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

何
故
シ
カ
が
こ
の
よ
う
に
増
え
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
い
く
つ
か
要
因

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
要

因
は
人
間
の
活
動
が
大
き
く
影
響
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
明
治
時
代
に
天
敵
で
あ
る
ニ

ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
を
絶
滅
さ
せ
、
シ
カ
の
天

敵
が
居
な
く
な
っ
た
の
が
一
つ
。そ
し
て
、

狩
猟
者
の
高
齢
化
と
減
少
が
一
つ
。
あ
と

一
つ
は
、
奥
山
の
大だ

い

面め
ん

積せ
き

伐ば
っ

採さ
い

等
が
シ
カ

が
増
え
た
要
因
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
シ
カ
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
か
？
そ
れ
は
、
人
間
が
オ
オ

カ
ミ
と
な
り
、
シ
カ
の
数
を
減
ら
す
こ
と

し
か
根
本
的
な
解
決
法
は
無
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
確
か
に
シ
カ
も
森
の
仲
間
で
す

が
、
シ
カ
の
増
加
に
よ
っ
て
同
じ
森
の
仲

間
の
植
物
や
、
虫
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
減
少

し
て
い
く
現
状
を
考
え
る
と
、
シ
カ
を
捕ほ

獲か
く

し
、
減
ら
す
し
か
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

最
近
、
高
野
山
の
町
中
で
カ
モ
シ
カ
が

出
没
し
観
光
客
の
撮
影
の
モ
デ
ル
に
な
っ

て
い
る
の
を
何
回
も
み
か
け
ま
し
た
。
高

野
山
の
町
中
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
出

し
ゅ
つ

没ぼ
つ

し
て
い
ま
す
が
、
恐
ら
く
雄
の
若
い
成せ

い

獣じ
ゅ
うだ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
夜
に
な
る
と

空
き
地
な
ど
で
数
頭
の
シ
カ
が
草
を
食は

ん

で
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
町
中
で

も
こ
れ
ら
の
大お

お

型が
た

草そ
う

食し
ょ
く

獣じ
ゅ
うが

確
認
さ
れ

る
の
は
、
個
体
数
が
増
え
て
い
る
か
ら
で

す
。
特
に
シ
カ
の
増
加
は
全
国
的
な
状
況

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
カ
モ
シ
カ
や
シ
カ
、
特
に
シ
カ

が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
う
い
う
事
が

起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
ま
だ
シ
カ
の
頭

数
が
少
な
い
頃
は
、
シ
カ
に
と
っ
て
美
味

し
い
植
物
だ
け
を
食
べ
る
の
で
、
シ
カ
の

居
な
い
と
き
と
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。

冬
か
ら
早
春
は
一
番
餌え

さ

の
少
な
い
時
期
な

の
で
食
性
が
変
わ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
木
が
枯
れ
た
り
笹さ

さ

原は
ら

が
無
く
な
っ
た
り

は
し
ま
せ
ん
。
や
が
て
、
個
体
数
が
増
え

て
く
る
と
今
ま
で
食
べ
て
い
た
植
物
は
減

少
、
ま
た
は
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
今
ま
で
見
向
き
も
し
な

か
っ
た
匂
い
の
き
つ
い
植
物
や
毒
の
あ
る

植
物
も
食
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の

頃
に
は
、
皮
を
剥は

が
れ
て
枯
れ
る
木
が
現

れ
た
り
、
笹
や
、
林り

ん

床し
ょ
うの

草
も
食
べ
ら
れ
、

地
肌
が
露
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
腐ふ

葉よ
う

土ど

な
ど
の
栄
養
分
が
流
失
し
、
森
林
が
衰お

と
ろ

え

て
い
き
ま
す
。ま
た
、多
く
の
生
物
は
森
林

や
植
物
に
依い

存ぞ
ん

し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら

カモシカ

ニホンジカ
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国
登
録
有
形
民
俗
文
化
財

　

高
野
山
奉
納
小
型
木
製
五
輪
塔
及
び
関
連
資
料
の
調
査
（
そ
の
二
）

　
　
　
　
　
　
　

木
箱

特
集
高
野
山

　

本
資
料
で
あ
る
八
萬
四
千
寶
塔

こ
と
小
型
木
製
五
輪
塔（
以
下「
五

輪
塔
」
と
い
う
）
１
２
、１
５
６

基
が
納
め
ら
れ
た
木
箱
は
、
全
16

箱
（
図
１
、
①
～
⑯
）
の
う
ち
、

15
箱
（
同
①
～
⑮
）
に
納
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
残
り
の
１
箱
（
同

⑯
）
は
、
出い

ず

雲も

大た
い

社し
ゃ

大お
お

払は
ら
い

大た
い

麻ま

、

熊く
ま

野の

本ほ
ん

宮ぐ
う

牛ご

玉お
う

宝ほ
う

印い
ん

な
ど
信
仰
関

係
資
料
が
１
４
３
点
納
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
が（
同
⑰
）、
こ
の
木
箱

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
調
査
中
な
の

で
、本
稿
で
は
報
告
を
控ひ

か

え
ま
す
。

　

本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
木
箱
（
同

①
～
⑮
）
の
構
造
や
、
納
入
さ
れ

た
五
輪
塔
の
状
態
か
ら
そ
の
用
途

が
推
定
で
き
、
ま
た
木
箱
と
五
輪

塔
に
記
さ
れ
た
墨
書
か
ら
、
五
輪

塔
が
納
入
さ
れ
た
時
期
や
そ
の
造ぞ

う

塔と
う

に
関
わ
っ
た
人
物
や
背
景
を
窺

う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

二
回
に
わ
け
て
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

◎
未
完
成
品
が
納
入
さ
れ
た
木
箱

　

木
箱
①
は
、
高
さ
43
・
４
㎝
×
幅
37
・

９
㎝
×
奥
行
き
37
・
４
㎝
で
、
上
部
に
は

蓋ふ
た

は
な
く
、
ま
た
、
底
部
付
近
に
用
途
不

明
の
方
形
の
穴
が
設
け
ら
れ
た
り
し
て
い

る
こ
と
か
ら
（
図
２
）、
五
輪
塔
を
封ふ

う

入
に
ゅ
う

す
る
た
め
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い

よ
う
で
す
。
恐
ら
く
、
端は

材ざ
い

で
製
作
さ
れ

た
か
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
用
途
に
使
用

さ
れ
て
い
た
木
箱
が
転て

ん

用よ
う

さ
れ
た
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
内
部
に
納
め
ら
れ
た
五
輪
塔

３
５
８
基
に
は
、
前
々
号
（「
霊
宝
館
だ

よ
り
」
１
４
５
号
）
で
ご
紹
介
し
た
木
工

未
完
成
品
が
８
基
、
木
工
完
成
後
に
四
面

に
梵ぼ

ん

字じ

の
墨
書
が
記
さ
れ
た
も
の
が
２

基
、
四
面
木
工
完
成
後
に
梵
字
の
墨
書
が

記
さ
れ
て
な
い
も
の
が
３
４
１
基
あ
り
ま

し
た
。
大
半
が
未
完
成
品
で
あ
る
こ
と
か

ら
、円
通
寺
に
お
い
て
五
輪
塔
を
製
作
し
、

五
輪
塔
の
木
工
工
程
が
完
成
し
た
時
点
で

製
品
を
入
れ
る
た
め
の
木
箱
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
図
２
）。

　
◎
１
箱
に
約
９
０
０
基
納
め
た
木
箱

　

木
工
工
程
、
続
い
て
四
面
へ
の
梵
字
の

墨
書
が
終
わ
る
と
、
施
主
の
名
前
や
願
意

が
記
さ
れ
た
五
輪
塔
は
木
箱
に
納
め
ら

れ
、蓋
を
し
て
鉄
釘
で
封
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
箱
は
、
そ
の
規
模
か
ら
三
種
類
に
分

類
で
き
ま
す
。
一
つ
は
、
木
箱
②
か
ら
④

図３　木箱⑩

図２　木箱①　
底部付近に方形の穴が見られる

図１　国登録有形民俗文化財　高野山奉納小型木製五輪塔及び関連資料　円通寺　（図中の①～⑯は木箱の番号）

①

④③②⑨⑧ ⑦⑥⑤

⑮

⑭

⑬⑫⑪

⑩

⑯
⑰
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で
、
そ
の
規
模
は
、
高
さ
98
・
０
㎝
～

98
・
２
㎝
×
横
33
・
６
～
33
・
９
㎝
×
奥

行
き
33
・
０
～
33
・
３
㎝
の
一
群
で
す
。

内
部
に
８
枚
の
木
板
で
間
仕
切
っ
て
９
段

の
棚た

な

を
設
け
、
各
段
に
９
９
～
１
０
２
基

の
五
輪
塔
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
木
箱
⑤
か
ら
⑬
で
、
全

体
的
に
先
述
の
木
箱
②
か
ら
④
よ
り
や
や

小
さ
く
、
そ
の
規
模
は
、
高
さ
94
・
６
～

95
・
３
㎝
×
横
32
・
０
～
32
・
４
㎝
×
奥

行
き
30
・
９
～
32
・
２
㎝
の
一
群
で
す
。

内
部
に
は
８
枚
の
木
板
で
間
仕
切
っ
て
９

段
の
棚
を
設
け
、
各
段
に
９
８
～
１
０
１

基
の
五
輪
塔
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

（
図
３
）。

　

最
後
は
、
木
箱
⑭
で
、
そ
の
規
模
は
高

さ
70
・
６
㎝
×
幅
33
・
８
㎝
×
奥
行
き

33
・
１
㎝
を
計
り
さ
ら
に
小
さ
く
、
明
ら

か
に
木
箱
②
か
ら
⑬
ま
で
の
規
模
と
は
異

な
り
ま
す
。

　

内
部
に
６
枚
の
木
板
で
間
仕
切
っ
て
６

段
の
棚
を
設
け
、
各
段
に
９
９
～
１
０
０

基
の
五
輪
塔
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

（
図
１
）。

　

木
箱
②
か
ら
⑬
は
お
よ
そ
９
０
０
基
の

五
輪
塔
を
納
め
る
規
模
と
構
造
を
持
ち
ま

す
が
、
木
箱
⑭
は
、
木
箱
②
～
⑬
に
五
輪

塔
を
納
め
た
後
、
残
り
の
端
数
の
五
輪
塔

を
封
入
す
る
た
め
に
製
作
さ
れ
た
感
が
あ

り
ま
す
。

◎
観か

ん

音の
ん

開び
ら

き
の
木
箱

　

木
箱
⑮
の
規
模
は
、高
さ
１
０
１
・
２

㎝
×
横
32
・
２
㎝
×
奥
行
37
・
４
㎝
で
す
。

内
部
は
９
枚
の
木
板
で
仕
切
ら
れ
、
合
計

10
段
の
収
納
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
下

方
の
段
は
間
仕
切
り
が
破
損
し
て
い
る
た

め
、
各
段
に
納
め
ら
れ
た
五
輪
塔
の
点
数

は
不
明
で
す
が
、
上
の
１
段
か
ら
６
段
ま

で
に
は
、
各
段
に
50
か
ら
80
基
の
五
輪
塔

が
合
計
３
９
４
基
納
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
木
箱
に
は
、
観
音
開
き
の
扉と

び
ら

が
設

け
ら
れ
、
厨ず

子し

と
な
っ
て
お
り
、
木
箱
上

面
に
「
千せ

ん

入い
り

」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
棚
は
合
計
10
段
で
１
段
に
１
０
０

基
納
入
し
、
１
箱
に
１
、０
０
０
基
の
五

輪
塔
を
納
め
る
こ
と
を
念
頭
に
製
作
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
図
４
）。

　

こ
れ
ら
の
木
箱
②
か
ら
⑮
を
概
観
す
る

と
、五
輪
塔
を
木
箱
に
納
め
る
一
連
の
納
入

工
程
が
想
起
さ
れ
ま
す
。
五
輪
塔
は
木
箱

②
に
納
め
ら
れ
、読
経
な
ど
の
供
養
の
後
、

木
箱
③
か
ら
⑭
に
納
め
直
さ
れ
、蓋
を
し
、

釘
を
打
ち
付
け
て
封
入
さ
れ
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
ま
す
。（
次
回
に
つ
づ
く
）

　
　
（
鳥
羽　

正
剛
）

図４　木箱②

〇
和
歌
山
県
指
定
文
化
財　

女
人
堂　

　

高
野
山
の
周
囲
の
峯
々
を
繋つ

な

ぐ
形
で
、

女に
ょ

人に
ん

道み
ち

が
巡め

ぐ

っ
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
の
女

人
道
に
は
高
野
山
の
周
囲
か
ら
い
く
つ
も

の
道
が
取
り
付
き
、
高
野
山
へ
の
出
入
り

口
と
な
り
、
高こ

う

野や

七な
な

口く
ち

と
呼
ば
れ
ま
す
。

高
野
山
は
弘
法
大
師
空
海
に
よ
り
開
創
さ

れ
て
以
来
、
女
性
は
入
山
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
明
治
五
年（
一
八
七
二
）に
女
人

禁
制
が
解
か
れ
る
ま
で
、
女
性
は
高
野
七

口
に
設
け
ら
れ
た
女
人
堂
を
巡

じ
ゅ
ん

礼れ
い

や
参さ

ん

籠ろ
う

し
、
周
囲
の
峯
々
か
ら
高
野
山
を
参
拝
し

ま
し
た
。
不ふ

動ど
う

坂ざ
か

口く
ち

の
女
人
堂
は
、
江
戸

時
代
前
期（
一
七
世
紀
）の
木
造
建
築
で
、

屋
根
は
銅ど

う

板ば
ん

葺ぶ
き

で
す
。
現
存
す
る
唯
一
の

女
人
堂
の
建
造
物
と
し
て
大
変
貴
重
で
す
。

一字金輪仏頂尊坐像
高野山霊宝館にて展示中

和歌山県指定文化財　女人堂

◎
新
指
定
文
化
財
の
紹
介

　

今
号
は
令
和
六
年
三
月
四
日
に
和
歌
山
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
女
人
堂
に

つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。な
お
前
号
で
ご
紹
介
し
た
金
輪
塔
に
安
置
さ
れ
て
い
た
、

未
指
定 

彫
刻 

一
字
金
輪
仏
頂
尊
坐
像
（
鎌
倉
時
代　

金
剛
峯
寺
）
を
登
録
記
念
と

し
て
霊
宝
館
に
お
い
て
展
示
い
た
し
ま
す
。
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●
金
剛
峯
寺
探
検
ツ
ア
ー

　

春
期
企
画
展
「
金
剛
峯
寺
─
成
立
と
宝

物
」（
令
和
６
年
４
月
20
日
㈯
〜
７
月
15
日

（
月
・
祝
）開
催
）の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

５
月
21
日
㈫
、
６
月
21
日
㈮
の
両
日
、
当

館
職
員
が
普
段
は
公
開
し
て
い
な
い
金
剛

峯
寺
境
内
に
あ
る
真
然
堂
、
護
摩
堂
、
覚

法
法
親
王
墓
、
金
剛
峯
寺
の
前
身
寺
院
で

あ
る
興
山
寺
境
内
の
東
照
宮
跡
、
ま
た
徳

川
家
霊
台
の
各
所
を
巡
り
、
解
説
を
行
い

ま
し
た
。

●
夏
休
み
特
別
イ
ベ
ン
ト
﹁
親
子
で
発
見
！

　

高
野
山
こ
こ
ろ
の
探
求
﹂
開
催

　

僧
侶
の
解
説
で
、
高
野
山
内
を
親
子
で

ご
案
内
し
ま
す
。

日
時　

令
和
６
年
７
月
27
日
㈯
、
28
日
㈰

　

10
：
00
〜
15
：
00
（
受
付
９
：
40
〜
）

　

※
同
内
容
で
２
日
間
開
催

内
容　

子
ど
も
向
け
の
法
話
、
壇
上
伽
藍

　

見
学
、
高
野
山
霊
宝
館
見
学
な
ど　

会
場　

壇
上
伽
藍
・
高
野
山
霊
宝
館
な
ど

高野山霊宝館からのお知らせ

お問い合せ先　高野山霊宝館　ＴＥＬ ０７３６─５６─２０２９㈹

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話　

開
催

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
」（
お
坊
さ
ん
に

よ
る
法
話
と
展
示
解
説
）
を
、
左
記
の
日

程
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

５
月
18
日
㈯
、
６
月
１
日
㈯
、

　

７
月
６
日
㈯

今
後
の
開
催
予
定

　

８
月
３
日
㈯
／
９
月
７
日
㈯

　

10
月
５
日
㈯
／
11
月
９
日
㈯

　

い
ず
れ
も
13
時
よ
り
開
催
（
約
45
分
）。

※
参
加
費
無
料
で
す
が
、
拝
観
料
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

◎
世
界
遺
産
高
野
山
登
録
20
周
年
記

念
事
業

●
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

　

４
月
21
日
㈰
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー

ク
」（
当
館
職
員
に
よ
る
展
示
解
説
）
を

実
施
し
ま
し
た
。

対
象
・
定
員　

小
学
校
３
年
生
〜
６
年
生

　

ぐ
ら
い
の
児
童
と
保
護
者
。40
名
限
定
。

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

U
RL

：https://dm
ckoyasan.urkt.

in/ja/direct/offi  ces/1120/courses

〇
貸
出
情
報

●
東
京
国
立
博
物
館

特
別
展
﹁
神
護
寺
│
空
海
と
真
言
密
教

の
は
じ
ま
り
﹂

　

令
和
６
年
７
月
17
日
㈬
〜
９
月
８
日
㈰

重
文　
高
野
大
師
行
状
図
画　

巻
四  

地
蔵
院

●
和
歌
山
県
立
博
物
館　

世
界
遺
産﹁
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
﹂

登
録
20
周
年
記
念
特
別
展

　
﹁
聖
地
巡
礼
│
熊
野
と
高
野
│
﹂

　

令
和
６
年
８
月
３
日
㈯
〜
９
月
29
日
㈰

重
文　

大
日
如
来
像
（
勧
学
院
旧
在
）

重
文　

丹
生
明
神
・
狩
場
明
神
像

重
文　

薄
紅
地
薔
薇
反
橋
文
様
括
袴
、

　
　
　

水
干　
　
　

す
べ
て
金
剛
峯
寺

●
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

秋
季
特
別
展
﹁
眷
属
︵
仮
︶﹂

　

令
和
６
年
９
月
21
日
㈯
〜
11
月
24
日
㈰

国
宝
附
属　

指
徳
童
子
像
・
阿
耨
達
童
子

像
（
八
大
童
子
立
像
の
う
ち
）

●
中
之
島
香
雪
美
術
館

特
別
展﹁
法
華
経
絵
巻
と
千
年
の
祈
り
﹂

　

令
和
６
年
10
月
５
日
㈯
〜
11
月
24
日
㈰

重
文　

法
華
一
品
経　
　
　
　

金
剛
峯
寺

ミュージアム法話開催風景（高野山本山布教師　髙橋秀輝師）

友の会 会員募集
〈年会費〉　
　一般会員（個人）　　３，０００円
　賛助会員（法人）　３０，０００円
　キャッシュレス決済で手続きが可能になり
ました。入会希望の方は下記から申し込みい
ただくか、霊宝館までお問い合わせください。

会費ペイ会員登録用ＵＲＬ・ＱＲコード
https://www.kaihipay.jp/forms?
form_code=9807367488232707

金剛峯寺探検ツアー開催風景（５月21日）

◎
空
海
・
密
教
を
自
宅
で
学
べ
る

﹃
高
野
山
大
学 

社
会
人
向
け
コ
ー
ス
﹄

　

高
野
山
大
学
で
は
、
社
会
人
の
皆
様

の
人
生
の
さ
ら
な
る
学
び
を
応
援
す
る

た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
可
能
な
密

教
文
化
コ
ー
ス
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

空
海
、
マ
ン
ダ
ラ
、
お
遍
路
、
歴
史

な
ど
幅
広
い
学
び
を
、
続
け
や
す
い
学

費
に
て
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細

は
大
学
Ｈ
Ｐ
、
ま
た
は
お
電
話
に
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

高
野
山
大
学
コ
ー
ス
公
告

大学 HP
QR コード


